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市
民
生
活
の
豊
か
な
選
択
肢

横
浜
に
暮
ら
す
現
役
世
代
の
う
ち
、
特
に
30
代
後
半
か
ら
40
代

は
、
育
児
や
仕
事
を
し
て
い
る
人
の
割
合
が
最
も
高
く
、
時
間
に
余

裕
が
な
い
、
忙
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
人
の
多
い
世
代

で
す
。
「
令
和
３
年
社
会
生
活
基
本
調
査
」
に
よ
る
と
、
「
仕
事
・

学
業
・
家
事
・
育
児
・
介
護
」
等
に
費
や
す
時
間
は
、
30
～
40
代
に

か
け
て
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
世
代
は
育
児
に
追

わ
れ
る
世
代
で
も
あ
り
、
こ
ど
も
の
成
長
に
応
じ
て
、
保
護
者
会
か

ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自
治
会
町
内
会
へ
と
、
居
住
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
接
点

や
関
わ
り
方
も
常
に
変
化
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

中
期
計
画
の
中
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
新
た
な
担
い
手

と
し
て
、
政
策
９
の
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
」
、
政
策
10

の
「
地
域
の
支
え
合
い
の
推
進
」
、
政
策
11
の
「
多
文
化
共
生
の
推

進
」
な
ど
の
政
策
指
標
へ
の
参
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
の
余
暇
意
識
及
び
余
暇
活
動
へ
の
参
加
実
態
を
調
査
し
た

「
レ
ジ
ャ
ー
白
書
２
０
２
４
」
に
お
い
て
、
余
暇
と
仕
事
の
ど
ち
ら

を
重
視
す
る
か
を
尋
ね
た
問
い
で
は
「
仕
事
よ
り
も
余
暇
の
中
に
生

き
が
い
を
求
め
る
」
と
回
答
し
た
人
が
、
34
・
１
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
２
０
０
９
年
は
18
・
６
％
で
あ
り
、
仕
事
よ
り
も
余
暇
を
大
切

に
し
た
い
人
が
増
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

余
暇
の
時
間
を
充
実
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
30
代
、
40
代
の

現
在
の
余
暇
時
間
の
過
ご
し
方
を
示
す
参
加
率
に
よ
れ
ば
、
国
内
観

光
旅
行
や
動
画
鑑
賞
、
外
食
の
ほ
か
に
、
読
書
（
仕
事
、
勉
強
な
ど

を
除
く
娯
楽
と
し
て
の
）
が
当
該
世
代
の
男
女
、
い
ず
れ
に
も
ラ
ン

ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
（
特
に
40
代
女
性
で
は
２
位
）
。　
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35
～
49
歳
の
意
識

(１)(2)

余
暇
活
動
参
加
率
と
希
望
率
の
差
、
い
わ
ゆ
る
余
暇
活
動
潜
在

需
要
に
つ
い
て
、
30
代
、
40
代
の
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

男
性
に
つ
い
て
、
潜
在
種
目
の
上
位
に
は
、
海
外
旅
行
や
国
内

観
光
旅
行
、
登
山
が
位
置
す
る
な
か
、
30
代
で
は
、
動
物
園
・
植
物

園
・
水
族
館
・
博
物
館
（
10
・
8
％
）
が
４
位
に
な
り
ま
し
た
。
40

代
で
は
、
動
物
園
・
植
物
園
・
水
族
館
・
博
物
館
が
３
位
（
10
・

７
％
）
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が
７
位
の
9
.
1
％
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
に
つ
い
て
、
30
代
で
は
動
物
園
・
植
物
園
・
水
族
館
・
博

物
館
が
８
位
（
12
・
４
％
）
に
な
り
ま
し
た
。
40
代
で
は
、
動
物

園
・
植
物
園
・
水
族
館
・
博
物
館
が
５
位
（
15
・
１
％
）
、
音
楽

会
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
10
位
（
11
・
２
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
度
に
実
施
し
た
市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ

探
究
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
の
世
代
の
約
８
割
が
、
横
浜
に
住
み
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
「
通
勤
・
通
学
の
便
利
さ
（
約
52
％
）
」
、
「
子

育
て
の
環
境
が
整
っ
て
い
る
（
約
13
％
）
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
横
浜
に
魅
力
を
感
じ
る
点
は
、
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設
が
充
実

し
て
お
り
買
い
物
が
便
利
（
約
61
％
）
」
、
「
道
路
鉄
道
網
が
充
実

し
て
お
り
買
い
物
が
便
利
（
約
43
％
）
」
、
「
海
や
港
が
身
近
に
あ

る
（
約
40
％
）
」
が
全
体
平
均
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

 

市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ
探
究
調
査

(3)

スポーツセンターのトレーニング室

横
浜
で
暮
ら
す
現
役
世
代
の
暮
ら
し
を
支
え
る
政
策
は
、
時
間

的
な
ゆ
と
り
や
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
就
職
・

転
職
、
国
際
交
流
、
更
に
は
地
域
貢
献
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
な
ど

多
種
多
彩
で
す
。

　

 

35
～
49
歳
を
支
え
る
横
浜
市
の
事
業
・
取
組

(4)
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忙
し
い
現
役
世
代
に
時
間
的
な
ゆ
と
り
を
創
り
出
す
た
め
に
、

横
浜
市
で
は
様
々
な
手
続
き
や
情
報
発
信
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積
極

的
に
採
用
し
て
い
ま
す
。
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど

の
各
種
証
明
書
は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
区
役
所
に
来
所
す
る
こ
と
な
く
、
自
宅
近
く
や
通
勤
途

中
で
も
、
手
軽
に
証
明
書
を
取
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
市
民
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
横
浜
市
に
お
け
る
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
等
を
把
握
し
、

施
策
の
参
考
に
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
開
設

し
、
市
民
を
対
象
と
し
た
意
見
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
時
間
に
制
約
が
あ
る
方
で
も
、
都
合
の
良
い
時
に
ど
こ
か
ら
で
も

意
見
を
述
べ
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

運
動
不
足
を
解
消
し
た
い
方
に
は
、
各
区
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
本
格
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
か
ら
ヨ
ガ
等

の
教
室
ま
で
、
現
役
世
代
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。

インドゾウ（金沢動物園）

オカピ（よこはま動物園ズーラシア）

そ
の
ほ
か
、
各
区
で
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

市
民
に
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
毎
年
冬

に
開
催
さ
れ
て
い
る
旭
区
駅
伝
競
走
大
会
（
旭
ズ
ー
ラ
シ
ア
駅
伝
）

に
は
約
３
０
０
名
の
30
代
～
40
代
の
方
が
参
加
し
て
お
り
、
多
く
の

ラ
ン
ナ
ー
で
賑
わ
う
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

旭区駅伝競走大会（旭ズーラシア駅伝）

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
特
に
30
代
、
40
代
か
ら
の
潜
在
需
要
の

高
い
動
物
園
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
は
、
よ
こ
は
ま
の
３
つ
の
動
物

園
。
横
浜
に
は
、
よ
こ
は
ま
動
物
園
ズ
ー
ラ
シ
ア
、
野
毛
山
動
物
園
、

金
沢
動
物
園
が
あ
り
、
ゾ
ウ
や
ラ
イ
オ
ン
、
オ
カ
ピ
な
ど
の
動
物
展

示
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
種
の
保
存
な
ど
、
世
界
基
準
で
野

生
動
物
を
守
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
や
機
会
の
増
加
の
た
め
、
野
菜
の
収
穫
な
ど
を
気
軽
に
体
験

で
き
る
収
穫
体
験
農
園
や
、
自
由
に
栽
培
・
収
穫
が
で
き
る
認
定
市

民
菜
園
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
農
園
の
開
設

の
支
援
や
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
が
余
暇
時
間
に
行
っ
て
い
る
読
書
活
動
。
横
浜
に
は
、

１
区
に
１
館
ず
つ
図
書
館
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
商
業
施
設
と
の
連

携
に
よ
る
図
書
取
次
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

更
に
は
、
居
心
地
向
上
を
目
指
し
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
再
整
備
な

ど
地
域
図
書
館
の
老
朽
化
対
策
、
図
書
取
次
拠
点
の
増
設
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
導
入
、
新
た
な
図
書
館
整
備
等
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

国
際
交
流
や
地
域
貢
献
活
動
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
な
ど
、

テ
ー
マ
性
を
持
っ
た
活
動
へ
の
参
加
意
向
の
あ
る
方
に
は
、
国
際
交

流
ラ
ウ
ン
ジ
や
各
区
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
活
動
団
体
の
紹
介

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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全国初のチョコレート工房
　障害のある人たちが働く障害福祉サービス事業所。多くの事
業所では、パンやクッキーなどを製造・販売していますが、横
浜には、全国で初めてチョコレートの製造販売を始めた事業所
があります。
　フランス語のチョコレートを意味するショコラのラボラト
リー（工房）と健常者・障害者・プロフェッショナルとのコラ
ボレーションという意味を掛け合わせた「ショコラボ」。販売先は
多岐にわたっており、有名百貨店、有名ホテルなど、これまで
障害福祉サービス事業所が販売してこなかった販路を積極的に

開拓し、障害者が活躍できる場を広げ続けています。２０１９
（令和元）年には、「日本でいちばん大切にしたい会社」大賞
を受賞した実績があります。
　就労継続支援B型事業所としてスタートしたショコラボで
は、40名ほどの障害者手帳を持つ方々が働いており、スキル
を身につけた方の中には、ホテルのスイーツ部門や食品メー
カー、病院などの職場で社員として就労するようになった方も
います。

ショコラボのキャッチコピー スティックマンディアンチョコ

(5)
　

 
ジ
モ
ト（
地
元
）の
選
択
肢
を
よ
り
豊
か
に

横
浜
は
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
が
発
表
し
て
い
る

「
S
U
U
M
O
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
2
6
首
都
圏
版
」
に

て
９
年
連
続
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
年
代
別
で
は
男
性
40
代
や
20

代
、
女
性
40
代
か
ら
の
得
票
を
伸
ば
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
で
は

シ
ン
グ
ル
男
性
世
帯
や
夫
婦
＋
子
ど
も
世
帯
（
共
働
き
）
か
ら
得
票

を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
横
浜
の
街
の
魅
力
項
目
に
つ
い
て
は
、
「
魅

力
的
な
働
く
場
や
企
業
が
あ
る
」
「
魅
力
的
な
文
化
・
娯
楽
施
設
が

充
実
し
て
い
る
（
映
画
館
、
劇
場
、
美
術
館
、
博
物
館
な
ど
）
」

「
魅
力
的
な
大
規
模
商
業
施
設
が
あ
る
」
が
上
位
項
目
に
連
な
り
ま

し
た
。

横
浜
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
旺
盛
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
ほ
か
、
生
活
圏
か
ら
程
よ
い
距
離
感
に
あ
る
観
光
施
設
や
娯
楽

施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
各
種
施
設
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
や
も
の

づ
く
り
企
業
等
の
様
々
な
就
労
先
な
ど
、
豊
か
な
選
択
肢
に
溢
れ
て

い
ま
す
。
市
内
で
家
庭
菜
園
や
イ
チ
ゴ
収
穫
体
験
が
楽
し
め
る
、
同

世
代
の
子
育
て
世
代
と
一
緒
に
地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
、
得
意
な

語
学
力
を
活
か
し
て
国
際
交
流
で
き
る
、
そ
ん
な
時
間
の
過
ご
し
方

を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

余
暇
だ
け
で
な
く
、
就
労
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
ジ
モ

ト
（
地
元
）
横
浜
の
選
択
肢
を
よ
り
豊
か
に
、
そ
ん
な
都
市
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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現役世代が多く参加する、おやじの会
　横浜市立の小学校や中学校には、こどもたちの保護者、特に
父親が中心となり組織された「おやじの会」があり、地域社会
や地元との距離が開きやすい現役世代が地域活動に参加するた
めの入口になっています。
　都筑区の北部、川崎市との境にあるすみれが丘地区では、一旦
終了しかけた盆踊り・夏祭りをおやじの会（同地区では、すみ
れが丘小学校おやじクラブ）が主導して『すみれ夏祭り』とし
て復活させた事例があります。同地区のおやじの会は、「自分
のこどもたちにこの地域（横浜）に住んで良かったと思っても
らいたい」、そんな思いを大切にしながら、参加の強制はしない、

打合せは家族に迷惑をかけない時間（土曜日の早朝）など、忙
しい現役世代に配慮した工夫も凝らし、18年続く息の長い地域
活動になりました。
　横浜市でも、横浜市立学校のおやじの会のウェブサイトや
SNSを市のウェブページで紹介しているほか、おやじの会が開
催しているこどもたちを対象にした伝統遊びや文化、スポーツ
体験等に関する取組、語学やITの学習機会の提供に関すること
などを支援する補助事業（おやじの会親子ふれあい事業）も実
施し、現役世代の地域活動への参加を後押ししています。

 学校に泊まろう、防災キャンプ体験 夏休み、深夜の昆虫観察会


